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詳細情報

プロジェクト概要

　筑波研究学園都市にて、国際科学万博の昭和60年3月開催が決定され、土浦市は万博会場へ

の交通の玄関口としての役割を担うこととなった。そのため、土浦駅東口から万博会場近傍ま

での約3kmの市街地の中を、幹線道路上空に高架道路を整備することとなった。

　その用地沿道で移転を余儀なくされた地権者のうち33名が、昭和57年春より市の指導により

協議会を結成し、市の駐車場用地(かつては水路用地)約2万㎡のうちの一部に、新商店街を建

設した。

　新商店街は延長505m。2、3階で連結した3階建が5棟配置され、物販26店、飲食16店、サー

ビス関連4店、事務所4店の計50店で構成されている。広場部分では、市民のイベントが開催さ

れている。


